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殺虫剤等による家屋内汚染の実態  

Indoorpo11utionbyPesticides  

加藤 龍夫＊・花井 義道＊・墓 碑＊  

TatsuoKATOU，YosimichiHANAIandLuJIANG  

Synopsis  

Inordertounderstandthecondition ofindoorpollutionbasedonpoisons，SeVeral  

pesticides，insecticides，antiseptics sold on the market were tested about each air  

pollutioninalivingroom．Eighteenkindsofchemicalpoisonswereclassifiedhaloge－  

natedorganics，Phosphorus organics andpyrethloides，andthelatterofwhichwas  

nowmostused．Experimentswerecarriedoutbymeasurlngthepollutantsgenerated  

intimeusingeachpesticide．Autosamplingsystemwasappliedtoobtaintherelation  

betweenconcentrationlevelandtime．   

Astheresultofthis，thefactsasfollowswereclarified．  

1）ConcentrationlevelmeasuredwerelOOFLg／rdtoO．01［Lg／rrf，anditwasnoteworthy   
thathigh1evelaslO～100FLg／nfcontinuedtoabove6～12hours．Ontheotherhand，  

lowlevelbelawl〝g／ITfwerelongcontinuedformanydays．  

2）Pesticides once scattered and adsorbed on the wallor the tatamimat had been   
vaporizingduringitwasstayingthere．  

3）Twotypesofpollutionwereobserved；OneWaSthespraytypewhichshowedfirst   
highconcentrationandthendecreasing，andtheotherwas thepowderorthetablet   

typewhichshowedaconstantconcentrationlevelandnodecreasing・  
4）Itwasconsideredthatakindofdefectivebuildingandhouse，Whichisillventilated   

differentfromtheusualJapanese one，isnow popularlZlng．And therefore，many   

diseasessuchasnettlerashseemedtobecausedbydailycontacttopesticideswould   
bespreading．  

類について通常の使用条件下で屋内汚染がどの様に発  

生しているかを把握することを試みた。   

屋内農薬汚染に関しては，いくつかの報告事例があ  

る。白蟻防除のために住宅に散布したクロルデンは各  

地で深刻な被害が出ており，Livingstonらは16年の  

長期間はとんど減衰せず，平均1．7〟g／d，最高4．5  

〟g／dを検出しており1），鈴木らは散布後1年未満  

で平均5．8〟g／d，散布後8年で平均0．4  

〝g／dを検出している2）。槌田らは団地で散布後  

4年で床下16〃g／d，居室内で0．43～1．5〝g／ポ  

を測定している3）。殺虫剤ダイアジノンについて，  

Jacksonらは防虫紙を設置し，30日後1．21〟g／rrf  

を検出し4），Leidyらは室内散布によって翌日238〝  

g／吼35日後19．0〝g／dを検出している5）。p一  

ジクロルベンゼンについては，花井らは室内最高1955  

ppbから数ppbまで変化し，一ケ月で全部揮発して  

大気汚染の原因となることを明らかにした。6）   

1．緒 言  

近年家庭内の農薬使用が増加して，それによる被害  

が心配されるようになってきた。一般に，殺虫剤，殺  

菌剤，防腐剤，防かび剤，除草剤等の農薬類が多用さ  

れる背景には，建築様式の変化，化学薬品に対する不  

感症あるいはメーカーによる過度の虫害宣伝が考えら  

れるが，もう一つの理由に毒物使用における汚染デー  

タの不足が指摘される。しかし，今日化学汚染によっ  

て環境破壊が地球規模から生活周辺に至るまで注目さ  

れるとき，家庭内環境の農薬汚染は早急に改善を図る  

必要がある。このような趣旨で本調査は，市販の農薬  
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このように特別なものについての調査例はあるが，  

現在大量に出廻っている一般家庭用農薬の実態に関す  

る知識はまるで用意されていない。とくに，最近多用  

されているビレスロイド系農薬は規制も何もなく売ら  

れており，その調査は緊急を要すると考えられる。本  

報告は，東京都生活文化局の要請により実施した870  

検体に及ぶ実験結果から汚染の水準と持続時間につい  

て，その一部を整理して示したものである。  

2．実験方法  

2．1．実験条件の設定   

住宅の代表として一戸建て木造住宅及び集合住宅の  

一軒につき，それぞれ室内で市販の農薬類を所定方法  

に従って散布して，時間毎に室内空気中農薬濃度を測  

定した。従って現在最も普通の住居条件と考える。実  

験に使用した住宅の間取りは図1に示す。  

Ⅱ 木造は宅  

＋ 搾干．1負  

＋  蕊付さ虫  
∵ 立  

正郎F   流折所 E D     …c ト‥－・一・－    ■8  台錦 二ニコ l玉川 l  

lI人  
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L．…．．－1．……．j  
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ベラング  ー  

図1 実験住宅の間取り   

捕集管をGCに接続した状態で1分間加熱し，280℃  

で流路を切り換えて導入した。同時にカラムは常温か  

ら昇温し，カラム先端に一旦吸着した農薬成分をすべ  

て分離よく分析できた。  

分析装置：日本電子製ガスクロマトグラフ質量  

分析計  

（GC／MS）JMS－DX303HF  
分析モード：SIM  

GC：HP－5890  

注入口温度：240℃  

描集管加熱温度：280℃   

カ ラ ム：HP－1（MethylSiliconeGum）  

長さ10m，内径0．53mm，膜厚2．65FLm  

キャリアーガス He15mP／min   

カラム温度：500c●（1分間）－20℃／min，  

昇温－240℃  

セパレータ：2400c  

MS：分解能1000  

実験は分析に互いに妨害のない成分を選び，また部  

屋を順次移動させて測定の能率を考えて行った。従っ  

て，同時に数種類の成分が測定された。  

2．2．対象商品   

実験に使用した商品は市内で普通に購入できるもの  

を集めた。その種類別商品と含まれる有効成分は衰1  

に一覧表として示した。それぞれの成分はGC／MS  

分析によって確認したものである。   

また，対象とした有効成分の構造式とSIM分析質  

量数を表2に示す。  

2．3．試料の採取と分析方法   

室内空気の分析方法は大気中農薬自動採取方法7）に  

従って行った。この方法は図2に示すようにTenax  

描集管を自動的に1時間～数時間置きに設置し数～20  

の空気を吸引採取し，農薬成分を吸着捕集し，これを，  

GC及びGC／MSに導入分析した。この時，Tenax  ∋
．
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分析質量数：ビレスロイド系殺虫剤の多くは，菊  

酸部分の特徴的なフラグメントで質  

量数123である。  

イオン源温度  2500c  

イオン化電流 100〟A  

電子エネルギー 70eV  

極性変換電圧  －4．OKV  

表1家庭内の農薬の有効成分  

成分分類  ビレスロイド系殺虫剤   有機リン系 殺虫剤  その他の殺虫剤・殺菌剤  

有  
効  フ ァ フ レ フ ペ シ プ エ そ  M  D  N プメ デす 夢 0  

D  

成  分  名 ラレタスエルフラムの メルメノメェレフ他  E  Aイ  
V  

！  ス；・ 
薬剤商品名  PP   

蚊取り   
キンチョウリキッド  ○  
大正蚊取りマットE   ○   
ア ー  ス 渦 巻  ○   
ア ー ス ノ ー マ ッ ト  ○   
ベ ー  ブ マ ッ ト f  ○   

大正蚊取 り 線 番  ○   
ダ   

ダニアースパウダー   ○  
ダ  ニ  ア  ー  ス   ○   ○  
ダニキンチ ョ ウルK   ○  ○   

殺虫剤   
フマキラーAs   0 0   
アー スエア ゾー ルr   0 0   
ス ミ チオンAプラ ス   ○   ○  
ツ ー ゴ ン 微 粒 剤  0 0 0   ○  
虫 コ ロリ ア ー ス   0  0   
大正ゴキブリゾールS  0 0 0   0   
アリ キ ン チ ョ ー ル   0  0   
コックローチS  0  0   
大正害虫スプレー  ○  
エムケーくん煙V40   ○  
パルサンPVジェ ット  ○  ○   
バルサンSPジェ ット   ○   ○  
フマキラーフォグロンS   ○   ○  

防虫剤   
ムシバンチ防虫シート   ○  
サ  ザ  ン   ○   
ミ セ ス ロ イ ド  〉  ○   
ム  シ  ュ  ー  ダ   ○   
ゴ  ン   ○   
こ  れ で す か   ○   

殺菌消臭剤  
メディゾール  

クイックパンチ  

カビ防止ハック  
ライゾール（トイレ用）  

ライゾール（キッチン用）  

パラゾー ル  ○   

掃除機  
菱   ○   

サ   ン   ヨ   ー   0  0   
東  芝   0  0   
N  E  C   0  ○                                                            0   

じゅうたん   
防菌じゅうたん  
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表2 農薬の構造式と分析質量数  

アレスリン allethrin   

SIM分析質量紋：123  

フラメトリン f11raIれethrin   

S LM分析質1欽：123  

1tC－C打  
““  

ノ＼  
）c珊HVH－盲－0－CHl－＼入                                  C O O c仇－C……CIi  

H】C CIも  

フタルスリン tetraJIethrin  

SIM分析質量歓：123   

0  

c ヒC…￥胃甘0－C…雫0  

けIC Ct†l  
0  

フユノトリン phenothrin   

SIM分析栗鼠致：123  

，  

／C㌔  
H∫C   

H】／【CH‾HC”‾互‾0‾芸－，言：：睡C恥  
tbC C軋  

レスメトリン re＄ullethrin   

SIM分析質丑敢：123  

H－C 
ヽc三CH＿HC＿CH＿C＿0＿CⅢ－トCH  c＝CH－HC－CH－C－0－C”2－C－CH  

＼／ ll l一 月          C O tiC C－Ctlt  
。，払  

J●二つ  

′くルメトリン per‡帽t上げin   

SLM分析質量数：163  

）c⊆C…CゥC打甘0－CH2 

／＼  

H】C CH‡  

瞥0そき  

プラ レトリ ン prallethrin   

S‖l一分折質量蝕：123  

CHI  l  

打∫C ＼  ／。ヨ。H－．．。＿。H＿。＿。－。＿耽＿。芸印  
IllC   ／  

： H＿≡。  

／＼  H｝C CH■  

M E P fenitrothion  

S【M分析質最歓：125  

c  ClトttC－CH－C－0  
＼／ 】l  

C O     ／＼  

H｝C Clも  

C“哲0－く∋   

シフユノトリン CyPhenothrin   

SIM分析質t致：123  

cくtトHH 

：）￥甘「＝哲0督  
HIC CⅢI  

エムベントリン enpenthrin   

SIM分析質1歓：123  

CHI  
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管ご0，  

N A C carbaryl  

S＝し†分析償風紋：1朋  

0－CONIICtI，  

D D V P dichlorvos  

S‖11分析慄瓜牧：185、187   

（CH）0）7PO－OCLl＝CCl，  

プロポキシル（P H C）propoxur  ディート diethytoluamide  

SIM分析質点歓：110、152  S川路晰甘軋軋：川  

二 

三－  
函  

OCONHCH1   

0CH（CH｝）】  
CON（C，H．）l  

p－ジクロルベンゼン  

SIM分析質t∵1胡  

cl◎cl   

サリチル酸フェニル  

SIM分析賢慮致：121  

1二＿丁二＝‾  
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A：ステンレス1－ヤップ B：Ⅰ劇Jガラス旺掴宣言  

C・E：石英ウール  D：TEN∧X－GC80／100メッシュ  

F：l．D．番号  G：シリコンプラグ  

試料採取管  

A  

A‥マイコン（Z80）  B：液晶表示器  

C：数字ボタン  D：吸引ポンプ  

自動大気採取装置の構造 E：空気平滑器  F‥半導体積算流量計  

G‥吸引チューブ接続モーター H：採取管交換モーター  

J‥採取済み採取管  K：未採取の採取管  

図2 農薬自動採取方法  

表3 くん煙剤散布の実験   

有効成分の空気中濃度［〟g／d］  

日 付 時 刻  DDVP  ペルメトリン   

08／2610：55  2600  4．2   

11：15  280  8．4   

11：35  120  1000   

11：55  230  940   

12：15  7．6  1100   

12  1．1  950   

12  13  1800   

13  68  231   

15  

17  8．8  54   

19  35  48   

21  6．1  21   

23  7二8  11   

08／27 0．  8．9  10．1   

03  2．2  2．6   

05  40  1．2   

07  4．8  0．7   

09  1．2  0．9   

11  4．6  0．6   

13  7．2  0．3   

15  3．4  0．4   

17  18   

19  1．2   

21  15   6．0  0．1  

3．屋内空気中濃度測定結果  

3．1． くん煙剤   

商品名バルサンPVジェットを住宅ⅠのA室で使  

用した。殺虫剤成分はペルメトリンとジクロルポスで，  

後者は一名DDVPと言い塩素を含んだ有機燐系の揮  

発性の高い農薬として知られている。測定結果を表3  

に示し，濃度時間変化として図3に示した0   

ペルメトリンは最初低い濃度から徐々に上昇して，  

一定時間高濃度を継続して減少する。1昼夜で1000  

〟g／dから0．1〝g／dまで変動が認められた0 こ  

れは吸着後蒸発しにくい性質がある。一方DDVPは  

最初から非常に高濃度で急速に減少して後は数〝g／  

d～10〝g／dの水準を保つ状況が判った。これは，  

一旦壁，ふすま，畳に吸着した分が揮発し続けるため  

と考えられた。この結果から見ると性質の異なる2種  

混合によって殺虫効果の向上を計ったと判断される。  
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図3 くん煙剤散布の濃度時間変化   

3．2．蚊取り線香及び電子蚊取り   

商品名アースノーマット，ベーブマットf，大正蚊  

取り線香，キンチョウリキッド，大正蚊取りマットE，  

アース渦巻を住宅IA室，ⅡA室で使用した。すべ  

て有効成分はアレスリンであるゆえ3回の実験をまと  

めて表示した。測定結果を表4に，濃度時間変化を図  

4に示した。   

蚊取り用農薬は使用状況からみて，開始から次第に  

濃度が上昇して，最高レベルに達し，消火後次第に減  

少する傾向が示された。最高値は数10〟g／出であ  

り，減少後0．1〟g／出水準が持続することが判った。  

表4 蚊取り線香の実験  

a 蚊取り線香と電気蚊取りの混合実験  

有効成分の空気中濃度［〟g／d］  

日 付 時 刻  アレスリン   

08／0312：05   7．4   

14：05   12．0   

16：05   10．2   

18：05   14．0   

20：05   5．0   

22：05   4．0   

08／04 00：05   1．0   

02：05   6．0  
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c 3つの蚊取り線香の実験  b 蚊取り線香の実験  

有効成分の空気中濃度［〟g／d］  

日 付 時 刻  アレスリン   

10／1712：00   0．50   

16：00   1．8   

20：00   23   

10／18 00：00  

04：00   30   

08：00   1．30   

12：00   0．10   

16：00   0．30   

20：00   0．03   

有効成分の空気中濃度［〟g／d］  

日 付 時 刻  アレスリン   

09／0811：20   0．07   

14：20   0．12   

17：20   37   

20：20   0．11   

23：20   0．10   

09／09 02：20   0．09   

05：20   0．41   

08：20   0．04   

11：20   0．02   

14：20   0．05   

17：20   0．04   

20：20   0．08   

23：20   0．28   

09／10 02：20   0．08   

05：20  

08：20   0．09   

11：20   0．26  

図4 蚊取り線香の濃度時間変化   



16  

3．3．スプレー剤  変化を図5に示した。   

スプレー型殺虫剤として商品名スミチオンAプラ  4日にわたる連続測定の結果，6時間程の高濃度の  

ス，虫コロリアース，大正害虫スプレーを住宅ⅡA  後徐々に減少し，数100〟g／dから0．1〟g／dまで  

室で混合して使用した。測定結果を表5に，濃度時間  変動する状況が看て取れた。1度の噴霧の後数10～  

表5 スプレー型殺虫剤の実験  

有効成分の空気中濃度［〃g／d］  

NAC   アレスリン  三才子  
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図5 スプレー型殺虫剤散布の濃度時間変化   
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数100〝g／dが数時間継続する事実は生活環境とし  のA室で使用した。これらダニ駆除剤は畳に直接注  

て異常なことである。  入あるいは塗布する形式で，前者がサリチル酸フユニ  

ルとペルメトリン混合，後者がフェノトリンとディー   

3．4．ダニ駆除剤  卜混合剤である。測定結果を表6に，濃度時間変化を   

商品名ダニアース，ダニキンチョールKを住宅Ⅱ   図6に示した。  

表6 ダニ駆除剤の実験   
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ダニ駆除剤は使用状況からみて，農薬成分が多量に  

残留するために室内空気中濃度の減少が見られない傾  

向となっている。それぞれの濃度水準はサリチル酸フユ  

ニル＞ディート＞ペルメトリン＞フェノトリンの順が  

明瞭に看取された。これらは農薬の揮発性に依存する。  

ただし，前2者は濃度が極めて高いことが注目される。  

3．5．粉末殺虫剤   

土間等に使用する粉剤の代表としてツーゴン微粒剤  

を住宅Ⅰの風呂場の床上に散布して測定は隣接する台  

所内で行った。有効成分はプロポキスルでカーバメイ  

ト系農薬である。測定結果を表7に，濃度時間変化を  

図7に示した。  

表7 粉剤散布の実験  

3  4  5  

時lⅢ（1汀）  

1  2  

図7 粉剤散布の濃度時間変化   

表8 防虫剤設置後の実験   このような使用条件では数10〝g／dの空気中濃度  

が長時間全く減少せず継続する。採取は5時間で終え  

ているが，粉剤がある慢り全く減少する理由はない，  

従って，屋内の一ケ所で使用すれば室内が長期にわたっ  

て汚染に曝されることになる。  

3．6．防虫剤と殺菌消臭剤   

防虫剤6種を住宅ⅡB室の押入に入れ，戸を10cm  

開けた状態にしておいて室内空気を採取した。有効成  

分はいずれも共通でエムベントリンである。また，パ  

ラゾールは錠剤を同様において同時に測定した。測定  

、結果を表8に，濃度時間変化を図8に示した。   

両成分の濃度は平行に変化しているが，減少する傾  

向はない，室内の換気と温度によって濃度の高低が考  
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図8 防虫剤設置後の濃度時間変化  

g／dの濃度が普通にみられたが，これは，驚くべ   

き結果であって，日常生活空間を考えると異常な高   

濃度と判断される。持続状況は様々であるが，高濃   

度が数時間～12時間続く場合は珍しくなかった。   

また，1′∠g／d程度の汚染は何日も長期間にわたっ   

て観測された。これは，一旦室内の壁，畳などに吸   

着された分が揮発して起こる現象と考えられる。  

3）製剤の使用状態から2つの汚染の型が看取された。   

一時噴霧の型では始め高濃度の後時間と共に減少し   

て行く。これに対して粉や紙や錠剤を置く型では，   

それが蒸発して完全になくなるまで一定濃度の汚染   

が継続する。とくに後者の場合，少々換気しても汚   

染を下げることは期待できない。  

4）気温，住宅形式，使用量などに関する相関につい   

ては幾つか知見が得られたが，詳細な検討にはデー   

タ不足なので次の報告でまとめたいと思う。   

また，各種殺虫剤などによる被害状況については，  

長期曝露による化学物質過敏症の発現など，医学の最  

先端領域として研究報告が集積されつつある。   

これら因果関係の解明に汚染の実態は不可欠の要素  

となるゆえ，今後疫学部門との協同研究を進める一歩  

と考える次第である。   

本調査から予想を超えた高濃度汚染が広く日常化し  

ている可能性を考えると，農薬を撒かなければ住めな  

い欠陥建築の蔓延とそれによるアレルギー，神経障害   

えられるが，この結果では夜間の方がむしろ高くなっ  

ている。1日の気温は25～30℃の変化に止まってお  

り，ここでは外気の安定度の方が換気に関係したと推  

定される。防虫シートは1／Jg／dのレベルで，その  

使用状態からほとんど1年中住居内を汚染し続けるで  

あろう。p一ジクロルベンゼンはスーパー ，薬局に山  

と積んで売られており，その濃度の高さから警告が必  

要と思われる。トイレ中で使用の場合1000〟g／dを  

越えることば珍しくなく，本実験での100〟g／dは  

日常遭遇する濃度水準である。   

4．考 察  

現在家庭内で使用されている農薬類について，その  

汚染の実態を把握する目的で実験を行い，毒性成分の  

種類，空気中濃度水準及び持続時間の大わくを示すこ  

とができた。これをまとめて以下に列記する。  

1）市販されている商品はビレスロイド系，有機燐系，   

カーバメイト系，有機塩素系その他となっている。   

中でビレスロイド系が最も種類が多く用いられてい   

る。商品別でみると蚊取り用にアレスリン，殺虫剤   

にフタルスリン，ペルメトリン，防虫剤にエンペン   

スリンが多用されていた。  

2）室内汚染の濃度水準は1000〟g／招から0．01〟g   

／dの範囲で測定された。全体的に数10～数100〝  
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